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ノムラ⽇本株戦略ファンド 
＜愛称＞ Big Project-N 

運用報告書(全体版)
 

第35期（決算日2017年９月20日） 
 

作成対象期間（2017年３月22日～2017年９月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2000年２月２日から無期限です。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、中長期的にわが国株式市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果を目指して、積極的な
運用を行うことを基本とします。 
株式への投資にあたっては、投資対象銘柄を「大中型バリュー」、「大中型グロース」、「小型ブレンド」の３つに区分し、それぞれの投
資スタイルに応じた専門の運用チームが個別投資銘柄の選定、投資比率の決定等を行います。 
また、各スタイル運用チームへの資産配分については運用総責任者を中心とする社内エコノミスト、アナリスト等から構成される当
ファンド専用の「投資政策委員会」が、投資環境見通し等の定性的判断に加え、リスク管理等の定量的判断も参考にして、適宜変更す
ることを基本とします。株式の実質的な組み入れにあたっては、フルインベストメントを基本とします。 

主な投資対象 
ノムラ日本株戦略ファンド わが国の株式およびノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
ノムラ日本株戦略ファンド 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ノムラ日本株戦略ファンド 株式への実質投資割合には制限を設けません。 
ノムラ日本株戦略ファンド 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、
元本部分と同一の運用を行います。 

 



品 名：90001_140239_035_03_ノムラ日本株戦略ファンド_692047.docx 

日 時：2017/10/31 9:13:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

ノムラ日本株戦略ファンド

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ
(東証株価指数)

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

31期(2015年９月24日) 8,357 0 △ 9.1 1,426.97 △ 9.7 96.0 1.6 87,408

32期(2016年３月22日) 8,035 0 △ 3.9 1,369.93 △ 4.0 96.3 1.6 81,244

33期(2016年９月20日) 7,729 0 △ 3.8 1,316.97 △ 3.9 97.0 1.3 75,513

34期(2017年３月21日) 9,236 0 19.5 1,563.42 18.7 97.4 1.4 82,446

35期(2017年９月20日) 9,940 0 7.6 1,667.92 6.7 97.3 1.5 79,637
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

株   式 
組 入 比 率 

株   式
先 物 比 率 騰 落 率

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ
(東証株価指数)

騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2017年３月21日 9,236 － 1,563.42 － 97.4 1.4

３月末 9,029 △2.2 1,512.60 △3.3 96.8 1.4

４月末 9,142 △1.0 1,531.80 △2.0 96.5 1.4

５月末 9,320 0.9 1,568.37 0.3 96.6 1.5

６月末 9,582 3.7 1,611.90 3.1 97.0 1.5

７月末 9,647 4.4 1,618.61 3.5 97.3 1.5

８月末 9,618 4.1 1,617.41 3.5 96.9 1.5

(期  末)   

2017年９月20日 9,940 7.6 1,667.92 6.7 97.3 1.5
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年３月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2017年３月21日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は7.6％の上昇 

基準価額は、期首9,236円から期末9,940円に704円の値上がりとなりました。 

 

・局面①（期首～'17年５月上旬） 

（下落） 米国自動車販売の不振などから米国景気の先行きが懸念されたことや、北朝鮮のミサ

イル発射や米国によるシリア攻撃を受けて地政学的リスクが強く意識されたこと 

（上昇） 仏大統領選においてEU（欧州連合）離脱に消極的なマクロン氏が勝利したことに加え、

米議会において予算案が暫定的な合意に達するなど政治的なリスクが低下したこと 
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・局面②（５月中旬～７月中旬） 

（上昇） 2017年１-３月期の実質GDP（国内総生産）成長率が５四半期連続のプラス成長となる

など国内景気の拡大が続く中で、日本企業の2017年３月期決算が良好な結果となった

こと 

（下落） 日経平均株価が心理的な節目である２万円を回復したことで利益確定の動きが見られ

たこと 

 

・局面③（７月下旬～期末） 

（下落）北朝鮮がグアム沖へのミサイル発射を示唆したことで米国と北朝鮮の関係が緊迫化し、

リスク回避の動きが強まったことなどから、外国為替市場において円高ドル安が進行

したこと 

（上昇） 国連安全保障理事会での北朝鮮に対する追加制裁決議を受けて地政学的リスクに対す

る警戒感がやや後退したことや、国内外の堅調な経済指標などが好感されて買い戻し

の動きが広がったこと 

 

○投資環境 

（１） 日本の2017年４-６月期の実質GDP成長率は、前期比年率＋2.5％と６四半期連続のプラ

ス成長となり、国内景気は拡大基調が続きました。外需寄与が７四半期ぶりにマイナス

となったものの、雇用や所得環境の改善による個人消費の増加や、好調な企業業績や世

界経済の回復を背景とした設備投資の増加など国内民間需要の拡大が成長をけん引した

ほか、政府投資や政府消費などの公的需要もプラスに寄与しました。 

 

（２） 国内景気が堅調に推移する一方で、物価の動きは日銀が掲げる２％のインフレ目標値を

大きく下回る状況が続きました。日銀は７月の金融政策決定会合で物価見通しを下方修

正し、物価安定目標達成時期の目処も18年度頃から19年度頃へ先送りしましたが、消費

者物価上昇率が２％へ向けて上昇率を高めていくとの基調判断は据え置き、「長短金利操

作付き量的・質的金融緩和」を継続しました。 

 

（３） 海外経済では、米国においては労働市場の改善が続く中、６月のFOMC（米連邦公開市場

委員会）で追加利上げが実施され、金融政策の正常化に向けた動きが進みました。一方

で、税制改革やインフラ投資などの経済政策に関しては議会との交渉が進捗せず、不透

明感が広がりました。ユーロ圏では、緩和的な金融環境や実質所得の改善などを背景に

個人消費など内需が拡大し、インフレ率や成長率の下振れリスクが後退する中、市場で

はECB（欧州中央銀行）が金融緩和の縮小に向けて動き始めるとの見方が広がりました。

中国では、景気刺激策や外需の回復などを背景に高い成長が続きました。 
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（４） 金融市場では、米国によるシリア攻撃や、北朝鮮によるミサイル発射、核実験の実施な

どを受けて地政学的リスクが高まり、リスク回避の動きが強まる局面がありました。 

 

（５） 日本の主要企業（除く金融）の2017年４-６月期の経常増益率は、前年同期比＋20.2％と

なりました（野村證券調べ、以下同じ）。マクロ環境の好転を反映して鉄鋼・非鉄などの

市況関連業種や電機・精密、機械など加工業種の利益が大きく増加しました。引き続き、

製造業を中心に堅調な業績推移が見込まれており、2017年度通期の経常増益率は前年度

比＋16.3％と予想されています。 

 

（６） 日本株のスタイル別指数は、Russell/Nomura Large Cap Growthインデックスが10.0％の上

昇、Russell/Nomura Large Cap Value インデックスが2.3％の上昇、Russell/Nomura Small 

Cap インデックスが9.7％の上昇となりました。 

 
（注）Russell/Nomura 日本株インデックスはラッセル・インベストメントと野村證券株式会社が作成している株式の指数で、当該指数に関

する一切の知的財産権その他一切の権利はラッセル・インベストメントと野村證券株式会社に帰属しております。また、ラッセル・

インベストメントと野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンド

の運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ日本株戦略ファンド］ 

主要投資対象の［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］受益証券を高水準に組み入

れることを基本としました。期を通じて100％近い組み入れを維持し、期末の実質的な株式組

入比率（株式先物買い建てを含む）は98.9％としました。 

 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］ 

≪ファンド全体≫ 

【株式組入比率】 

・運用の基本方針に基づき高水準（フルインベストメント）を維持し、期末には98.8％（株式

先物買い建てを含む）としました。 

 

【投資スタイル配分】 

・当ファンドは大中型バリュー、大中型グロース、小型ブレンドの異なる３つの投資スタイル

を組み合わせて運用します。（マルチ・スタイル運用） 

・異なる３つの投資スタイル別にそれぞれの専門チームが運用します。（マルチ・マネージャー

運用） 

・ファンド専用の投資政策委員会が各投資スタイルへの資産配分を適宜決定します。（スタイ

ル・アロケーション） 
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・期末は、大中型バリュー55.5％、大中型グロース32.2％、小型ブレンド9.6％（期首は各々55.7％、

32.1％、9.8％）としました。 

 

【業種配分・銘柄数】 

・オフィス市況が好調で保有不動産の価値が高まっている不動産業や、石油製品事業を中心に

収益の改善が見込まれる石油・石炭製品などの業種比率を引き上げました。一方で、株主還

元の改善に対する期待が後退した卸売業や、主力商品の販売減少による利益成長の鈍化が懸

念された食料品などの比率を引き下げました。 

・期末の株式の投資銘柄数は298銘柄（期首296銘柄）、上位10銘柄の合計の純資産比率は16.4％

（期首17.2％）です。 

 

≪投資スタイル別≫ 

【大中型バリュー運用チーム】 

株価の割安性による定量評価と個別企業の調査・分析に基づく定性評価を組み合わせて銘柄

の見直しを行なってきました。欧米の金融政策の変化や地政学的リスクの高まりなど投資環境

が変化する中で、定性評価にあたっては収益の信頼性やポテンシャル、財務の健全性を重視し

てきました。 

オフィス市況が好調で保有不動産の価値が高まっている不動産業や高付加価値製品の収益

拡大を評価した繊維製品の比率を引き上げました。一方で、高採算案件のはく落により業績が

伸び悩むと判断した建設業や、株主還元拡大への期待感が薄れた情報・通信業などの比率を引

き下げました。期末の組入銘柄数は159銘柄（期首は172銘柄）としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 
不 動 産 業： オフィス賃料の上昇などを背景に保有不動産の価値が高まっている一方で、株価

が軟調に推移して割安度合いが高まった三菱地所、住友不動産を買い付け。 

繊 維 製 品： 航空機材料や電池材料の収益拡大が期待され、株価の下落によって割安度合いが

高まった東レ、メディカル事業の成長や株主還元の拡大が期待されるグンゼを買

い付け。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 
建 設 業： 除染作業など高採算案件のはく落によって業績が伸び悩むと判断したライト工

業、主力の国内住宅事業が軟調に推移する住友林業を売却。 

情報・通信業： 株主還元拡大への期待感が薄れたNTTドコモを売却。 
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【大中型グロース運用チーム】 

個々の企業の競争力を見極め、中長期で高い利益成長を達成できる銘柄を発掘し、投資をし

ていく方針を継続しました。国内外の景気動向や為替水準など様々な外部環境が変化する中

で、強い競争力や自助努力により利益成長が期待される銘柄に注目して銘柄の見直しを行ない

ました。 

医師への情報提供を支援するサービスを通じて高い利益成長が中長期で期待できるサービ

ス業や、今後、不採算案件の減少により利益成長が見込まれる建設業などの比率を引き上げま

した。一方で、株主還元の改善に対する期待が後退した卸売業や、電気自動車の普及により既

存事業における将来的な需要の減少が懸念されたガラス・土石製品のウェイトを引き下げまし

た。期末の組入銘柄数は64銘柄（期首は68銘柄）としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種と銘柄＞ 

サービス業： 製薬会社のMR（営業担当者）から医師への情報提供を支援するサービス「MR君」

が主力事業で、今後「MR君」を中心に、治験支援関連、医師の転職支援関連の事

業が利益成長をけん引し、中期で高いROE（自己資本利益率）を継続できると判断

したエムスリーを買い付け。 

建 設 業： グローバルで高い競争力を持っているエンジニアリング会社で、これまで業績の

足かせとなっていた複数の大型不採算案件が収束し、中期の利益成長が期待でき

ると判断した日揮を買い付け。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 
卸 売 業： 非資源事業で安定した利益成長が見込めるものの、株主還元方針の改善が期待で

きないと判断した三菱商事を売却。 

ガラス・土石製品： 電気自動車の普及にはまだ時間を要すると判断しているものの、普及により排気

ガス浄化用セラミックス事業の利益水準が低下する可能性を考慮して日本碍子を

売却。 

 

【小型ブレンド運用チーム】 

個々の企業の成長ステージを見極め、 高益の更新が期待できる成長期の銘柄や、業績の回

復が見込まれるリストラ期の銘柄へ投資をしていく方針を継続しました。成長期の銘柄では、

外部環境の変化を乗り越えてきた実績を持ち、今後も競争力を有する主力事業がけん引役とな

り成長が続くと考えられる企業などに投資をしました。また、リストラ期の銘柄では、成熟し

た国内市場で残存者メリットを享受できる企業に投資をしました。 

電子機器の受託製造市場の拡大が見込まれる電気機器や、半導体需要や車載向け需要の拡大

により収益の増加が期待される化学などの比率を引き上げました。一方で、スマートフォン向

けゲーム市場の競争激化が懸念されるサービス業や、海外子会社の業績改善の遅れが懸念され

るその他製品などの比率を引き下げました。期末の組入銘柄数は115銘柄（期首は108銘柄）と

しました。  
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＜投資割合を引き上げた主な業種と銘柄＞ 

電 気 機 器： 電子機器の受託製造市場は需要の増加が見込まれ、電装化の進む自動車や産業用

機器向けなどの収益拡大が期待できるユー・エム・シー・エレクトロニクス、グ

ローバルでのエアコン普及率の上昇や省エネエアコンへの置き換えにより成長が

見込まれる富士通ゼネラルを買い付け。 

化 学： 好調な半導体需要を背景としたウエハケース需要の増加や車載用スイッチの成長

により業績の拡大が期待できる信越ポリマー、半導体用特殊ガスの成長に加えて、

電気自動車などの車載向け需要の拡大によりリチウムイオン電池材料の需要増加

が見込まれる関東電化工業を買い付け。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 
サービス業： 競争激化によりスマートフォン向けゲーム事業の減速が懸念されるサイバーエー

ジェント、株価上昇により割安感が薄れたUTグループを売却。 

その他製品： 欧州子会社の業績改善が遅れているフジシールインターナショナル、株価上昇に

より割安感が薄れた大建工業を売却。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では0.9ポイントのプラス 

基準価額の騰落率は＋7.6％となり、ベンチ

マークであるTOPIX（東証株価指数）の＋6.7％

を0.9ポイント上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①値下がりした銀行業へ少なめに投資してい

たこと 

②ベンチマークに比べて値上がりの大きかった

建設業、電気機器へ多めに投資していたこと 

③保有していたペプチドリーム、東京エレクトロ

ン、三井化学などが大きく値上がりしたこと 

（マイナス要因） 

①値下がりした保険業へ多めに投資していた

こと 

②保有していたT＆Dホールディングス、日本碍子、日立ハイテクノロジーズなどが値下がり

したこと 

③相対的にパフォーマンスが悪かった大中型バリューへの投資比率を高めにしていたこと 
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◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、基準価額水準の回復を優先するため、収益分配は見送らせ

ていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第35期 

2017年３月22日～ 
2017年９月20日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,493 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］ 

＜投資環境＞ 

・国内経済は、堅調な内需がけん引役となり、緩やかな成長が続くと見ています。賃金の伸び

は緩慢ながら雇用者数の増加により雇用者所得は下支えられており、当面、消費は堅調に推

移すると見込んでいます。また、設備投資は労働市場のタイト化を背景に生産性や収益性の

向上に向けた投資が今後も続くと見ています。弊社では、2017年度の実質GDP成長率を前年

度比＋1.5％と予想しています。一方、物価の動きは日銀が掲げる２％のインフレ目標値を

下回る状況が続くと見られ、日銀は現状の「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を継続

すると見ています。ただし、足元では有効求人倍率が1990年水準を上回るなど、労働需給の

引き締まりはバブル期のピーク付近にあると見られ、これまで賃金上昇を抑制してきた非正

規社員比率の上昇などの要因も緩和してきています。企業側は今後も生産性向上による労働

コストの抑制に努めるものの、構造的には生産年齢人口の減少が想定される中で、賃金には

上昇圧力が強まると考えています。賃金上昇の加速がインフレ率を押し上げる可能性に注目

しています。 

・海外では、景気拡大が続く中、金融政策の正常化に向けた動きがさらに進むと予想していま

す。米国では、９月のFOMCでバランスシート縮小の開始が決定されました。足元ではイン
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フレ率に加速感はないものの、失業率はFOMCが予想する長期均衡水準を下回っていること

から、いずれ賃金やインフレ率が加速すると見られており、12月には追加利上げ実施される

と予想しています。ユーロ圏でも金融緩和規模の縮小に向けた議論が進み、2018年からは資

産購入額が減額されると予想しています。中央銀行が市場に直接介入する量的金融緩和政策

（QE）は、金融市場の価格形成に大きな影響を与え、一部では歪みも生じさせていると見ら

れています。その政策転換は、市場が本来の価格形成機能を回復していくことでもあります

が、その過程においては金融市場に断層的な変化が生じる可能性には留意が必要です。 

・堅調な内外景気を背景に、日本の主要企業（除く金融）の2017年度業績は、6.4％増収、16.3％

経常増益（野村證券調べ）と予想されています。株式のバリュエーションは、８月末時点で

のTOPIXの予想PER（株価収益率）は14.5倍（利益予想は今期基準、弊社算出。以下同じ）で

あり、市場全体に割高感はありません。一方、Russell/Nomura Large Cap Growthインデック

ス（成長株指数）のPERは19.0倍、Russell/Nomura Large Cap Value インデックス（割安株指

数）は11.2倍であり、割安株指数のPERは成長株指数との対比で３/５程度の水準にとどまっ

ており、引き続き「国内株式市場の歪み」が見られます。もちろんこれは、個別企業の業績

などのファンダメンタルズの相違を株価が反映した結果に他なりませんが、QEをはじめと

した近年の投資環境が、株価のバリュエーション格差を助長してきたであろうことには留意

が必要です。 

 

＜投資方針＞ 

【投資スタイル配分】 

当面は、大中型バリューと大中型グロースでは大中型バリューが多い配分比率とし、小型ブ

レンドはおおむね現状程度を維持する方針です。 

 

【大中型バリュー運用チーム】 

株価の割安性による定量評価と個別企業の調査・分析に基づく定性評価を組み合わせて、市

場が見過ごしている価値（バリュー）を発掘し、投資をしていく方針です。為替や金利の水準、

エネルギー価格、国内外の景気動向など外部環境の変化が企業の収益力・競争力に大きな影響

を与えてきており、定性評価の重要性が更に高まっています。特に、高い競争力をもとにシェ

アを拡大している企業、株主還元を積極化させるポテンシャルを持つ企業、構造改革や事業環

境の変化などで収益力を改善させている企業などに注目しています。 

 

【大中型グロース運用チーム】 

個々の企業の競争力を見極め、中長期で高い利益成長を達成できる銘柄を発掘し、投資をし

ていく方針です。国内外の景気動向や為替水準などのマクロ変動が激しい環境下でも、強い競

争力や自助努力により中長期で利益成長を実現または改善できる銘柄に着目していきます。今

後は、内需・外需関連銘柄に関わらず、より利益成長の確度が高い銘柄が選好されると考えて
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おり、個別企業の競争力や収益力を十分に精査した上で、中長期的な利益成長の見通しをベー

スに、機動的な銘柄のウェイト調整、入れ替えを実施していく方針です。 

 

【小型ブレンド運用チーム】 

個々の企業の成長ステージを見極め、 高益の更新が期待できる成長期の銘柄や、業績の回

復が見込まれるリストラ期の銘柄へ投資をしていく方針です。成長期の銘柄では、IoT（モノ

のインターネット）やクラウドなどの普及率が高まる中で、IT（情報技術）の活用により競争

力を高めることができる企業に注目しています。また、リストラ期の銘柄では、M＆A（企業

の合併・買収）や業務提携などにより事業基盤の強化に取り組む企業に投資をしていく考えで

す。増配などの株主還元については成長期、リストラ期に関わらず、引き続き重視していき

ます。 

 

［ノムラ日本株戦略ファンド］ 

前述の投資環境認識と投資方針のもと、主要投資対象の［ノムラ日本株戦略ファンド マザー

ファンド］の組み入れを高位に維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年３月22日～2017年９月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 97  1.029 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 46)  (0.485) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 47)  (0.504) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.041) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.048  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.048)  

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)  

（c） そ の 他 費 用 0   0.003  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 101   1.080   

期中の平均基準価額は、9,389円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2017年３月22日～2017年９月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 77,345 183,600 3,752,106 9,486,600

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2017年３月22日～2017年９月20日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 64,528,380千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 104,411,288千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.61  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月22日～2017年９月20日) 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 26,700 3,620 13.6 37,827 3,830 10.1

平均保有割合 73.7%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円
株式 27

 
 
 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 37,995千円
うち利害関係人への支払額（B） 4,776千円

（B）／（A） 12.6％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2017年９月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 33,397,263 29,722,502 79,671,167
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2017年９月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 79,671,167 98.7

コール・ローン等、その他 1,026,963 1.3

投資信託財産総額 80,698,130 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年９月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 80,698,130,496  

 コール・ローン等 981,063,298  

 ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド(評価額) 79,671,167,198  

 未収入金 45,900,000  

(B) 負債 1,061,100,544  

 未払解約金 243,849,458  

 未払信託報酬 815,961,394  

 未払利息 1,388  

 その他未払費用 1,288,304  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 79,637,029,952  

 元本 80,120,168,401  

 次期繰越損益金 △   483,138,449  

(D) 受益権総口数 80,120,168,401口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,940円
 

（注）期首元本額は 89,264,993,650円、期中追加設定元本額は

559,042,169円、期中一部解約元本額は9,703,867,418円、１口当

たり純資産額は0.9940円です。 
 

○損益の状況 (2017年３月22日～2017年９月20日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       141,851  

 支払利息 △       141,851  

(B) 有価証券売買損益 6,440,763,809  

 売買益 6,726,405,905  

 売買損 △   285,642,096  

(C) 信託報酬等 △   817,249,698  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 5,623,372,260  

(E) 前期繰越損益金 5,271,373,332  

(F) 追加信託差損益金 △11,377,884,041  

 (配当等相当額) (   1,067,612,889) 

 (売買損益相当額) (△12,445,496,930) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △   483,138,449  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △   483,138,449  

 追加信託差損益金 △11,377,884,041  

 (配当等相当額) (   1,068,042,054) 

 (売買損益相当額) (△12,445,926,095) 

 分配準備積立金 10,894,745,592  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 
 

（注）分配金の計算過程（2017年３月22日～2017年９月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年３月22日～ 
2017年９月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 722,104,989円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 4,761,408,791円

c. 信託約款に定める収益調整金 1,068,042,054円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 5,411,231,812円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 11,962,787,646円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,493円

g. 分配金 0円

h. 分配金(１万口当たり) 0円
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年９月20日現在) 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 
 下記は、ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド全体(40,407,686千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

水産・農林業（0.1％）  

マルハニチロ 21.3 27.2 89,352

鉱業（0.9％）  

国際石油開発帝石 869.3 846.3 962,666

建設業（4.5％）  

安藤・間 298.3 251.1 189,078

長谷工コーポレーション 874.9 735.7 1,057,200

大豊建設 260 205 105,780

前田建設工業 269 179 232,700

熊谷組 1,359 912 315,552

東洋建設 330.5 234.5 113,498

住友林業 128.4 46.7 79,156

大和ハウス工業 410.5 347.5 1,338,917

ライト工業 184 37.2 40,882

きんでん 129.4 94.6 165,550

住友電設 12.1 － －

日本電設工業 － 11.6 26,448

日揮 117.2 456.9 799,118

高砂熱学工業 190.5 87 162,342

大氣社 31.6 25.8 75,413

千代田化工建設 175 － －

食料品（2.1％）  

日清製粉グループ本社 － 27.8 53,793

亀田製菓 － 3.8 19,418

明治ホールディングス 95.9 － －

雪印メグミルク 35.6 － －

プリマハム 67 67 51,054

日本ハム 75 － －

宝ホールディングス 119.8 114.9 118,576

コカ・コーラボトラーズジャパン 39.9 33.6 123,984

日清オイリオグループ － 61 45,323

不二製油グループ本社 171.3 158.8 475,129

味の素 92.2 86.3 187,184

キユーピー 43.7 43.6 114,450

ニチレイ 30 22.8 66,028

フジッコ 10.6 8.3 22,401
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

日本たばこ産業 97.2 239.2 890,302

繊維製品（1.5％）   

グンゼ － 323 166,345

東レ 735 1,186.5 1,278,453

ホギメディカル 23.7 18.3 144,936

パルプ・紙（0.3％）   

王子ホールディングス － 477 284,292

日本製紙 66.3 － －

化学（8.3％）   

昭和電工 － 47.9 159,028

住友化学 215 153 108,477

住友精化 16.4 15.6 82,368

クレハ － 18.7 106,777

関東電化工業 － 22 25,388

デンカ 218 138 98,808

信越化学工業 110.5 84 848,400

大陽日酸 － 98.8 127,452

カネカ 163 320 276,800

三井化学 1,889 1,734 1,203,396

ＪＳＲ － 44.3 95,599

三菱ケミカルホールディングス 504.1 271.5 290,640

住友ベークライト 622 687 563,340

積水化学工業 310.1 236.9 519,995

日本ゼオン 200 151 214,722

積水樹脂 75.4 33.3 69,563

タキロンシーアイ 92 － －

ＡＤＥＫＡ 74.7 40.7 78,835

日油 181 112 178,976

花王 140.3 101.2 686,439

太陽ホールディングス 54.7 51.1 269,297

ＤＩＣ 83.7 94.3 370,599

サカタインクス 24.2 24.2 49,126

富士フイルムホールディングス 100.5 32.1 141,528

高砂香料工業 57.2 52.8 201,168

マンダム 16.5 13 80,990

ミルボン 14.1 13.7 90,557
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

シーズ・ホールディングス － 5.9 22,420

ポーラ・オルビスホールディングス 52.1 － －

日東電工 48.5 94 932,950

ＪＳＰ 42.4 36.7 122,394

エフピコ 48.7 40.9 229,858

信越ポリマー － 78.1 79,271

ニフコ 44.7 39.6 271,260

ユニ・チャーム 72.7 61.5 160,023

医薬品（3.8％）  

協和発酵キリン 228 128.6 237,009

塩野義製薬 129.4 70.8 417,861

日本新薬 12.1 － －

中外製薬 209.8 120.2 554,122

小野薬品工業 106.2 102.8 248,570

参天製薬 176.4 222.5 403,837

第一三共 － 262.5 670,293

大塚ホールディングス 142.4 171.6 750,063

ペプチドリーム 146.7 215.7 748,479

石油・石炭製品（1.9％）  

ＪＸＴＧホールディングス 2,125.1 3,544.5 2,041,277

ゴム製品（0.2％）  

ブリヂストン 39.4 33.9 171,432

ガラス・土石製品（1.1％）  

旭硝子 320 97.2 402,408

太平洋セメント 370 － －

アジアパイルホールディングス 239 197.4 115,676

東洋炭素 45.4 45.4 117,041

日本碍子 334.6 178.6 380,953

ニチアス 88 － －

ニチハ 45.6 45.6 183,540

鉄鋼（1.9％）  

合同製鐵 14.2 30 65,010

東京製鐵 423.4 739.4 725,351

共英製鋼 62.6 26.1 43,821

大和工業 40.3 39.6 125,334

大阪製鐵 75.7 75.5 189,052

中部鋼鈑 231.8 231.8 175,936

日立金属 358.5 422.9 653,380

非鉄金属（1.9％）  

住友金属鉱山 182 190 363,280

ＵＡＣＪ 303 595 193,970

古河電気工業 111.3 43.7 272,251

住友電気工業 651.6 616.8 1,111,782 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

平河ヒューテック 23.7 23.7 36,592

金属製品（1.5％）   

横河ブリッジホールディングス 43 49.8 103,534

三和ホールディングス 511.7 438.1 555,072

文化シヤッター 448 394 354,600

ＬＩＸＩＬグループ 215.2 193 586,720

マルゼン － 10 19,870

機械（7.2％）   

三浦工業 45.7 46.8 122,007

東芝機械 110 － －

アマダホールディングス 233.1 267.1 331,738

アイダエンジニアリング 98.2 86.3 114,174

オーエスジー 37.1 29.2 74,255

ディスコ 22.7 22.7 533,904

日東工器 － 6.6 17,932

ナブテスコ 26.8 － －

ＳＭＣ 13.6 8.1 327,240

日精エー・エス・ビー機械 42.5 21.9 98,988

サトーホールディングス 32.1 26 67,964

技研製作所 34.5 34.5 103,500

小松製作所 471.6 610.4 1,945,955

ハーモニック・ドライブ・システムズ 18.3 14.1 82,485

クボタ 272.8 115.1 233,940

荏原製作所 129.7 115.5 431,970

ダイキン工業 92.5 76.2 859,155

ダイフク 23.2 14.1 78,960

グローリー 80.2 － －

新晃工業 66.8 66.8 119,104

ＴＰＲ 33.3 － －

日本精工 169.9 468 683,280

不二越 84 133 83,657

ユーシン精機 31.9 34.1 105,710

マキタ 66.4 111.3 512,536

三菱重工業 1,732 1,279 563,527

スター精密 46.1 25.7 49,189

電気機器（16.0％）   

ミネベアミツミ 226.1 218.5 418,427

日立製作所 1,707 1,360 1,079,840

三菱電機 1,398.6 845.8 1,504,678

富士電機 368 400 256,800

山洋電気 60 50 65,250

マブチモーター 42.5 － －

日本電産 78.5 66.9 911,512 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

ユー・エム・シー・エレクトロニクス 17.3 48.9 105,672

ダイヘン 129 74 75,406

日本電気 955 － －

セイコーエプソン － 104.7 294,835

能美防災 36.6 36.6 62,476

パナソニック 978.3 692.7 1,153,345

富士通ゼネラル 60 68.2 155,359

ソニー 601.2 457.7 1,942,021

ＴＤＫ 129.1 143.2 1,085,456

フォスター電機 55.5 64.6 148,386

日本航空電子工業 36 27 49,653

新電元工業 206 － －

堀場製作所 61.9 57.8 378,590

キーエンス 16.6 12.3 740,829

シスメックス 60.2 34.2 242,136

スタンレー電気 76.3 65.8 255,633

図研 112.4 112.4 185,684

ファナック 16.4 14.5 330,382

フクダ電子 16.2 9.8 81,634

ローム 103 145 1,381,850

浜松ホトニクス 132.7 － －

京セラ 99 141.4 995,456

村田製作所 70.2 72.2 1,242,923

ニチコン 181.8 288.7 388,301

小糸製作所 23.1 30 222,900

東京エレクトロン 61 62.9 1,082,509

輸送用機器（8.5％）  

豊田自動織機 189.1 200.8 1,293,152

モリタホールディングス 40.1 40.1 68,651

デンソー 57.6 － －

ニチユ三菱フォークリフト 116.8 110.8 85,980

近畿車輛 7.9 7.1 18,197

いすゞ自動車 585.7 736.2 1,110,925

トヨタ自動車 333.5 203 1,360,709

日野自動車 211.7 306.8 418,168

三菱自動車工業 － 334.5 285,663

プレス工業 229 － －

アイシン精機 51.5 101 582,770

マツダ 90.2 164.9 273,816

本田技研工業 308.8 170.3 563,693

スズキ － 87.4 532,266

ＳＵＢＡＲＵ 260.8 246.5 988,958

エクセディ 88.9 87.8 294,569 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

日本精機 52 47 110,403

ヨロズ 35.6 49.5 112,810

エフ・シー・シー 243.4 252.8 634,528

シマノ 21.3 14.9 222,010

精密機器（0.8％）   

島津製作所 285.9 162.4 363,451

トプコン 24.7 17.2 33,832

ＨＯＹＡ － 21 130,977

朝日インテック 24 54.3 307,881

その他製品（1.1％）   

バンダイナムコホールディングス 73.9 67.4 242,640

フジシールインターナショナル 82.4 25.6 88,576

大建工業 38.8 27.5 74,552

アシックス 21.5 － －

小松ウオール工業 31.3 24.7 49,029

ヤマハ 33.5 30.8 119,350

リンテック － 14.8 45,140

任天堂 14.8 12 514,680

タカラスタンダード 82.3 － －

電気・ガス業（0.7％）   

九州電力 － 207.4 257,383

沖縄電力 39.1 28.7 69,712

電源開発 108.2 － －

メタウォーター 146.7 126.9 385,141

陸運業（2.2％）   

東日本旅客鉄道 58.2 － －

西日本旅客鉄道 54.9 65.9 515,733

西武ホールディングス 63.8 58.7 107,186

鴻池運輸 90.9 90.9 148,530

南海電気鉄道 198 90 50,670

日本通運 980 506 370,392

ヤマトホールディングス － 108.3 247,952

トナミホールディングス 161 97 52,186

セイノーホールディングス 535.9 398.6 595,508

日立物流 59.2 79.1 198,303

Ｃ＆Ｆロジホールディングス 17.6 20 27,700

海運業（－％）   

日本郵船 1,210 － －

空運業（0.7％）   

日本航空 294.2 211.6 787,786

倉庫・運輸関連業（0.3％）   

トランコム 9.6 4.4 27,368

住友倉庫 200 161 122,199 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

近鉄エクスプレス 104.6 106 184,970

情報・通信業（7.6％）  

ＮＥＣネッツエスアイ 85.3 46.4 122,681

新日鉄住金ソリューションズ 225 193.6 475,094

夢の街創造委員会 － 26.8 48,427

ＴＩＳ 126.2 92 286,120

インターネットイニシアティブ 136.1 129 274,770

ＵＵＵＭ － 5.9 27,199

トレンドマイクロ － 18.8 102,084

オービックビジネスコンサルタント 72.4 49.5 277,695

伊藤忠テクノソリューションズ 41.5 31.3 127,391

電通国際情報サービス 26.3 28.1 69,210

日本ユニシス 181.5 140.7 240,597

テレビ朝日ホールディングス 33.8 － －

日本電信電話 566.9 483.1 2,476,370

ＫＤＤＩ 160 141.7 420,707

ＮＴＴドコモ 200.7 99.6 256,868

ＧＭＯインターネット 89.3 88.4 130,655

カドカワ 122.8 122.8 167,008

エヌ・ティ・ティ・データ － 319.2 377,932

ＳＣＳＫ 68.7 61.5 286,282

富士ソフト 152 144 463,680

ソフトバンクグループ 160.1 144.6 1,334,947

卸売業（3.4％）  

あい ホールディングス 73.9 59.6 166,462

マクニカ・富士エレホールディングス 31.9 26.8 54,055

シップヘルスケアホールディングス 125.2 117.2 402,582

日本ライフライン － 53.2 304,836

シークス 70.2 63.3 298,776

丸紅 － 575.7 431,947

三井物産 399.7 129.3 218,710

日立ハイテクノロジーズ 129.4 155 626,200

住友商事 － 262.4 423,382

三菱商事 730.7 － －

第一実業 70 42 26,166

阪和興業 65 65 50,830

正栄食品工業 24.7 14.1 67,468

稲畑産業 107.6 95.3 139,519

サンゲツ 57.3 11.4 22,834

伊藤忠エネクス 201.2 200.4 229,458

日鉄住金物産 21.9 16.8 103,656

小売業（4.6％）  

アダストリア 18.6 10 24,230 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

くらコーポレーション － 12.1 60,439

セリア 10.9 15.9 104,622

ジンズ 22.6 19.6 131,124

ＭｏｎｏｔａＲＯ 23.3 22.8 80,370

Ｊ．フロント リテイリング 165.3 － －

スタートトゥデイ 55.8 15.2 54,796

三越伊勢丹ホールディングス － 357.2 409,351

ウエルシアホールディングス 35.4 28.8 128,736

ホットランド 22.3 － －

セブン＆アイ・ホールディングス 110.3 110.5 483,879

ツルハホールディングス 38.9 13.8 190,302

クスリのアオキホールディングス 35.9 30.8 213,752

サイゼリヤ － 25.5 78,030

スギホールディングス 10.4 4.3 25,370

しまむら 10.9 9.7 130,659

松屋 173.5 173.5 187,727

丸井グループ 180.7 － －

アクシアル リテイリング 31.9 27.1 120,730

ヤオコー － 12.1 65,340

ケーズホールディングス 123.8 146.8 351,439

ヤマダ電機 2,055.6 1,738.1 1,039,383

アークランドサカモト 123.8 0.1 172

ニトリホールディングス － 9.2 161,092

バローホールディングス 14.4 － －

ベルク 37.4 38.3 216,778

ファーストリテイリング 6.2 17 561,510

サックスバー ホールディングス 86.5 35.8 48,222

銀行業（4.0％）   

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 2,701 2,652.1 1,875,830

りそなホールディングス 728.6 － －

三井住友フィナンシャルグループ 212.1 360.2 1,537,693

千葉銀行 394 534 406,374

ふくおかフィナンシャルグループ － 285 141,360

北國銀行 277 324 151,308

セブン銀行 753.2 311.5 128,961

証券、商品先物取引業（0.1％）   

ＳＢＩホールディングス 100.9 86.9 141,386

大和証券グループ本社 408 － －

東海東京フィナンシャル・ホールディングス 79.7 31.1 20,339

保険業（3.7％）   

かんぽ生命保険 156.6 220.6 537,602

ＳＯＭＰＯホールディングス 179.9 160.1 733,738

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホール － 143 526,955 
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ノムラ日本株戦略ファンド
 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

第一生命ホールディングス 283.8 259.4 496,880

東京海上ホールディングス 201.9 － －

Ｔ＆Ｄホールディングス 1,010.8 1,035.2 1,619,052

その他金融業（1.4％）  

芙蓉総合リース 62.5 47.5 344,850

東京センチュリー － 10.9 53,682

リコーリース 14.6 － －

ジャックス 97 － －

日立キャピタル 114.2 118.9 313,182

オリックス 178.6 － －

三菱ＵＦＪリース 610.1 954 554,274

イー・ギャランティ 78.5 64.1 198,389

不動産業（3.5％）  

パーク２４ 58.9 59.6 157,642

三井不動産 117 103.9 243,281

三菱地所 300 558 1,051,830

住友不動産 324 420 1,475,880

大京 1,106 1,095 238,710

スターツコーポレーション 130.8 108.7 307,621

エヌ・ティ・ティ都市開発 － 234.8 254,523

サービス業（4.2％）  

ＵＴグループ 88 10.5 23,236

パーソルホールディングス 244.3 213.4 515,787
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額

 千株 千株 千円

綜合警備保障 67.7 59.3 302,430

ツクイ 124.3 130.8 98,623

エムスリー 59.9 133 430,255

セプテーニ・ホールディングス 435.1 259.6 83,072

電通 － 29 139,780

オリエンタルランド 37.5 58.8 498,447

ビー・エム・エル 1.7 29.8 70,238

サイバーエージェント 81.6 33 109,065

フルキャストホールディングス 89.9 51.4 99,202

リクルートホールディングス 205.4 509.3 1,231,487

ベルシステム２４ホールディングス 148.3 162.7 191,172

東祥 22.2 17.8 96,654

エイチ・アイ・エス 54.1 41.1 143,850

トランス・コスモス 142.7 99.5 252,829

乃村工藝社 20.4 35.6 89,356

メイテック 22.9 12.7 69,723

合 計
株 数 ・ 金 額 61,866 56,366 105,382,355

銘柄数＜比率＞ 296 298 ＜97.3％＞
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
 

 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 1,651 －
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

先物取引の銘柄別期末残高 
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